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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 33,384 23.5 2,099 ― 1,739 ― 873 ―
22年3月期第3四半期 27,030 △37.4 △1,431 ― △1,732 ― △1,072 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 13.05 ―
22年3月期第3四半期 △16.01 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 57,397 14,767 25.7 220.55
22年3月期 59,101 13,950 23.6 208.33

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  14,767百万円 22年3月期  13,950百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
23年３月期の期末及び年間の配当金額は未定であります。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,900 16.0 2,500 ― 1,950 ― 1,000 ― 14.93



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表
のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）4ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】4ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 67,000,000株 22年3月期  67,000,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  40,764株 22年3月期  39,838株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 66,959,826株 22年3月期3Q 66,961,174株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成 22 年４月１日から平成 22 年 12 月 31 日まで）は、主要各国の景気刺激策

により市況は回復に向かっておりましたが、第３四半期に入り、エコカー購入時の補助金の終了、エコポイント優

遇制度の段階的縮小、原料の市況価格の上昇などが景気、収益を圧迫し、また外国為替については、想定を

上回る円高水準が輸出に対し悪影響を及ぼし、大きな減益要因となるなど先行きは不透明な状況となっておりま

す。 

ステンレス業界におきましても、当連結会計年度前半では回復基調となりましたが、第２四半期後半から円高

による競争力の低下など厳しい状況となりました。 

このような状況の下、当社グループは、中国向けの新規需要また新興国の需要を確実に捕捉すると同時に海

外市場の重要性を認識し、東南アジアプロジェクトの推進、輸出競争力向上を目指した活動強化、また当社独

自の高付加価値製品の拡販活動を強化すると共に、徹底した費用削減活動を実施し、高収益体制の構築に努

めました。 

その結果、第３四半期連結累計期間の売上高につきましては、前年同期と比べ 63 億５千３百万円（23.5%）増

収の 333 億８千４百万円となりました。損益面につきましては、営業利益は前年同期と比べ 35 億３千万円増益の

20 億９千９百万円、経常利益では前年同期と比べ 34 億７千１百万円増益の 17 億３千９百万円、四半期純利益

は前年同期と比べ 19 億４千５百万円増益の８億７千３百万円となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

①みがき帯鋼部門 

みがき帯鋼部門におきましては、エコカー減税や補助金及びエコポイントなどの家電製品への優遇政策な

どの景気刺激策により自動車生産台数の増加、家電製品の好調な販売によりステンレス材料の受注は堅調

に推移してきました。また、みがき特殊帯鋼では、自動車部品と刃物として使用される熱処理材料の受注が好

調を維持したことにより、売上高は前年同期と比べ 53 億９千万円（24.4%）増収の 275 億１千万円、営業利益に

つきましては前年同期と比べ 29 億４千８百万円増益の 22 億７千９百万円となりました。 

 

②加工品部門 

加工品部門におきましては、自動車部品に使用される異形鋼や燃焼補助部品に使用される精密細管の受

注が引き続き好調に推移したこと、また自動車用燃料高圧管の受注が増加したことや当社独自成形技術を複

合したハイブリッド加工製品の旺盛な受注により、売上高は前年同期と比べ９億６千３百万円（19.6%）増収の

58 億７千４百万円、営業利益につきましては前年同期と比べ６億２千万円増益の６億６百万円となりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債、純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ 17 億４百万円減少の 573 億９千７

百万円となりました。流動資産は、４億５千１百万円減少の 257 億３百万円となりました。これは主に、金融

機関の休日にあたる当四半期末日期日の未決済の受取手形の影響（11 億６千万円）及び借入金の返済を

進めた結果、現金及び預金が２７億３千４百万円減少した一方、当四半期末日期日の未決済の受取手形

の影響により受取手形及び売掛金は 15 億４千６百万円増加し、原材料価格の上昇に伴いたな卸資産が９

億３千１百万円増加したことによるものであります。固定資産は、12 億５千３百万円減少の 316 億９千３百万

円となりました。これは主に、有形固定資産の設備投資額が減価償却実施額を下回ったことにより有形固

定資産が４億３千９百万円減少し、株式市況の低迷により投資有価証券が７千１百万円減少し、繰延税金

資産が５億５千６百万円減少したことによるものであります。 

負債合計は、前連結会計年度末と比べ25億２千２百万円減少の426億２千９百万円となりました。これは

主に、原材料価格の上昇に伴い支払手形及び買掛金が 11 億２千６百万円増加したものの、借入金が 40

億７千万円減少したことによるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末と比べ８億１千７百万円増加の 147 億６千７百万円となりました。これは主

に、四半期純利益が８億７千３百万円であった一方、その他有価証券評価差額金が４千８百万円減少した

ことによるものであります。以上の結果、自己資本比率は、25.7％（前連結会計年度末 23.6％）となりまし

た。 

 

②キャッシュ・フローの分析 

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による収支

と投資活動による収支を合わせると、13 億７千８百万円の収入（前年同期 10 億６千３百万円の支出）であり、

これに、財務活動による収支を加味すると、27 億１千７百万円の支出（前年同期 32 億９千８百万円の支出）

となり、前連結会計年度末に比べ資金は 27 億３千５百万円の減少となり、当第３四半期連結会計期間末に

は 35 億９千９百万円となりました。  

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、15 億２千８百万円の収入（前年同期６千２百万円の支出）となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純利益が 16 億３千２百万円（前年同期１８億２千７百万円の損失）、

減価償却費が 11 億７千１百万円（前年同期 11 億８千万円）であり、仕入債務の増加により 11 億３千７百万

円の収入があった一方、売上債権の増加による支出 15 億５千３百万円及びたな卸資産の増加により９億３

千４百万円の支出等があったことによるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、１億５千万円の支出（前年同期 10 億円の支出）となりました。これは、

有形固定資産の取得による支出が３億５千６百万円（前年同期７億２百万円の支出）であった一方、有形固

定資産の売却による収入が９千６百万円であったこと、貸付金の回収による収入が１億２千４百万円となった

こと等によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、40億９千６百万円の支出（前年同期22億３千４百万円の支出）となり

ました。これは、長期借入金の返済による支出が 46 億５千３百万円（前年同期 44 億５千３百万円）となったこ

と等によるものであります。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当連結会計年度の前半は、各国の政策による景気刺激効果により予想を上回る需要回復がみられ順調な受

注となりました。しかしながら、第３四半期以降、国内では各優遇制度の打ち切りや段階的縮小があり、またオー

ストラリアの大水害による原料炭や鉄鉱石の市況価格が大幅に上昇していることなどが国内景気を下押しし収益

の悪化が懸念されます。それらに加えて急激な円高の進行による価格競争力の低下や国内需要家の生産拠点

の海外移転も加速しており、販売数量の減少傾向がみられます。 

 当社グループといたしましては、上記のとおり、先行きは非常に不透明でありますが、みがき帯鋼部門では、

輸出競争力強化に向けた施策の実行でのアジア新興国需要の取り込みや新戦略商品の販売強化での売上の

確保を図り、加工品部門では、製造合理化で費用の圧縮を行うことで利益を確保する予定です。 

以上から環境は悪化しておりますが、当初の業績予想数値（平成 22 年５月 11 日公表、売上高 439 億円、営

業利益 25 億円、経常利益 19 億５千万円、当期純利益 10 億円）は変更しておりません。 

 

 

２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

    該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期

間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

③退職給付費用の算定方法 

退職給付費用の算定に関しては、連結会計年度に係る退職給付費用の額を期間按分する方法によっ

ております。 

④法人税の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予

想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

     

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年３月

31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月

31 日）を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ３百万円、税金等調整前四

半期純利益は 30 百万円減少しております。 
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３. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,759 6,493

受取手形及び売掛金 12,778 11,232

商品及び製品 4,029 3,797

仕掛品 3,281 2,613

原材料及び貯蔵品 937 905

その他 947 1,131

貸倒引当金 △29 △18

流動資産合計 25,703 26,155

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,391 4,469

機械装置及び運搬具（純額） 6,535 6,779

土地 16,550 16,628

その他（純額） 742 782

有形固定資産合計 28,219 28,659

無形固定資産 251 324

投資その他の資産   

投資有価証券 1,920 1,991

その他 1,381 2,041

貸倒引当金 △80 △69

投資その他の資産合計 3,222 3,962

固定資産合計 31,693 32,946

資産合計 57,397 59,101
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,618 11,492

短期借入金 12,589 12,841

未払法人税等 89 74

賞与引当金 128 266

その他 2,170 1,501

流動負債合計 27,596 26,176

固定負債   

長期借入金 8,761 12,579

再評価に係る繰延税金負債 4,034 4,034

退職給付引当金 2,013 2,186

資産除去債務 31 －

その他 192 174

固定負債合計 15,032 18,975

負債合計 42,629 45,151

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,857 6,857

資本剰余金 986 986

利益剰余金 1,886 1,012

自己株式 △8 △8

株主資本合計 9,721 8,848

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 273 322

土地再評価差額金 4,854 4,854

為替換算調整勘定 △82 △75

評価・換算差額等合計 5,046 5,101

純資産合計 14,767 13,950

負債純資産合計 57,397 59,101
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 27,030 33,384

売上原価 24,692 27,277

売上総利益 2,338 6,107

販売費及び一般管理費 3,769 4,008

営業利益又は営業損失（△） △1,431 2,099

営業外収益   

受取利息 6 2

受取配当金 37 34

負ののれん償却額 0 －

持分法による投資利益 1 0

受取賃貸料 48 45

受取保険金 79 －

その他 63 56

営業外収益合計 236 139

営業外費用   

支払利息 271 237

退職給付費用 230 192

その他 35 69

営業外費用合計 537 499

経常利益又は経常損失（△） △1,732 1,739

特別利益   

固定資産売却益 － 2

投資有価証券売却益 － 1

貸倒引当金戻入額 8 0

特別利益合計 8 4

特別損失   

固定資産売却損 － 11

固定資産除却損 31 45

減損損失 － 21

投資有価証券評価損 70 －

会員権評価損 － 4

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 27

その他 1 －

特別損失合計 103 111

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,827 1,632

法人税、住民税及び事業税 45 83

法人税等調整額 △800 676

法人税等合計 △754 759

少数株主損益調整前四半期純利益 － 873

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,072 873
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△） △1,827 1,632

減価償却費 1,180 1,171

減損損失 － 21

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 27

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 21

賞与引当金の増減額（△は減少） △230 △137

退職給付引当金の増減額（△は減少） 0 △172

受取利息及び受取配当金 △43 △36

支払利息 271 237

受取保険金 △79 －

為替差損益（△は益） 9 13

持分法による投資損益（△は益） △1 △0

固定資産売却損益（△は益） － 8

固定資産除却損 31 45

投資有価証券売却損益（△は益） － △1

投資有価証券評価損益（△は益） 70 －

会員権評価損 － 4

売上債権の増減額（△は増加） △4,351 △1,553

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,391 △934

仕入債務の増減額（△は減少） 2,859 1,137

その他 204 311

小計 △510 1,796

利息及び配当金の受取額 41 37

利息の支払額 △268 △229

保険金の受取額 388 －

法人税等の支払額 △46 △75

法人税等の還付額 333 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △62 1,528

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △702 △356

有形固定資産の売却による収入 0 96

無形固定資産の取得による支出 － △8

投資有価証券の取得による支出 △7 △6

投資有価証券の売却による収入 17 1

関係会社株式の取得による支出 △9 －

貸付けによる支出 △296 △3

貸付金の回収による収入 － 124

その他 △3 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,000 △150
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,209 482

長期借入れによる収入 1,030 100

長期借入金の返済による支出 △4,453 △4,653

リース債務の返済による支出 △16 △22

配当金の支払額 △4 △3

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,234 △4,096

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 △18

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,301 △2,735

現金及び現金同等物の期首残高 7,085 6,335

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,784 3,599
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（４）継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

    該当事項はありません。 
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